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世界が気づいたカミフの魅力！

これからの課題は？

P.4~5　決算特別委員会P.4~5　決算特別委員会

P.6　定例会・臨時会P.6　定例会・臨時会

P.2~3　議会懇談会報告P.2~3　議会懇談会報告

プレミアム付き商品券発行プレミアム付き商品券発行

R6 年R6 年度、度、町のお金の使い方を町のお金の使い方を
議員が厳しくチェック！議員が厳しくチェック！

町の鳥獣被害対策は十分か⁉町の鳥獣被害対策は十分か⁉
猟友会の思いを聞く猟友会の思いを聞く

などなど
ヒグマへの対策は？ヒグマへの対策は？
どうなる駅の無人化どうなる駅の無人化

P.8~17　一般質問P.8~17　一般質問

P.7　議員派遣報告　～先進地から学べ～P.7　議員派遣報告　～先進地から学べ～
・議会のタブレット導入・議会のタブレット導入
・より良い議会広報誌づくり・より良い議会広報誌づくり

P.18　表紙写真インタビューP.18　表紙写真インタビュー
フォトグラファーフォトグラファー
安彦　嘉浩氏安彦　嘉浩氏

などなど
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議会
懇談会

地域におもむく議会　～聴かせてください皆さんの意見～

談談 会会懇懇会会議議

とと皆皆 ささ んん

のの議議 会会

　より開かれた議会となるよう、テーマを決めて話し合う「議会懇談会」。
町民の意見ひとつひとつから上富良野町の課題を浮き彫りにし、議会として政策立案、行政に提言できるよ
う皆さんの生の声を聞かせていただく大切な場です。
　今回は 12 名の「猟友会」の皆さんと「鳥獣被害対策・これからの部会活動・町づくり」をテーマに
話し合いを行いました。

12月19日（金）12月19日（金）
開催開催

議会懇談会はどうでしたか？　～参加者の声～議会懇談会はどうでしたか？　～参加者の声～

　昨今は、特にニュースでクマの被害等
が報道されることが多かったと思います。
上富良野においても駆除活動で食い止め
ているということも理解が深まりました。
　また、少子化などもあり、人の確保も
今後難しくなると思います。自然環境を
整備し、鳥獣が町に降りてこないように
することや、ハンターの育成に関わる事
業なども考えていただけたらと思います。
　R7 年度猟友会に入会したばかりで知
識、経験も浅いですが今後も勉強し、有
害駆除活動で地域に貢献していけるよう
に頑張りたいです。

菅
すがわら

原　和
かずあき

晃さん
菅
すがわら

原　俊
としひこ

彦さん

　議員の皆様と貴重な経験が出来ました。会員一人一人から町づくりへの考え、要望等を
発信することができました。R7 は道内を含め、本州でもクマによる人身事故が多発しま
した。クマ、シカ、アライグマによる農作物被害も多発しています。そのような事情で会
員からも町内の東側と西側で箱わなの増設によりクマの市街地侵入防止を図ることや、ガ
バメントハンターの育成、高齢化、後継者不足等々今後の課題、要望の機会でもあり意義
ある懇談会でした。猟友会の活動として会員仲間の皆さんは、有害鳥獣駆除に年間を通し
て朝、夕方と時間を作りながら活動しています。R7 も町内でクマ出没情報が何回も放送
されました。春、秋の山菜採りには鈴、笛、携帯電話などを準備して山林に入りましょう。佐

さ さ き
々木　信

し ん じ
治さん

　上富良野町で、初めて議会と猟友
会の話し合いでした。昨今、全国的
に騒がれているクマの問題に留まら
ず、鳥獣による被害全般へ対策を考
える第一歩になったと思います。
　そもそも猟友会は、市民を守るた
めに出動する義務はなく、基本、ボ
ランティアで出動しています。しか
し、ハンターの減少や諸々使用する
物資の高騰などにより、これまでの
踏襲されてきた協力体制の維持が困
難になってきています。
　この懇談会が、行政がより強力に、
現場に対応できるようになるきっか
けとなることを願います。
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議会懇談会

町内の方で５人以上のグループであれば、どなたでも議会懇談会の開催を申し込むことができます。
議会に直接生の声を伝えることで、あなたの課題が町の課題として扱われるきっかけにもなります。

あなたの声を直接議会に届けませんか？あなたの声を直接議会に届けませんか？

申し込み方法 申込書を議会事務局までご提出ください。
詳細はこちらから👉

上富良野町議会事務局
☎ 45 ｰ 6992　FAX 45 ｰ 5362 

　猟友会上富良野部会は、有害鳥獣駆除を通じて地域農業や人々の安全に直接貢献していま
す。駆除１頭あたり数千円～数万円程度の報酬が支給されていますが、大きな金銭的な負担
がかかっている現状で、ボランティアに近い形で出動するハンターも多く、時には行政との
認識のズレを感じています。多くのハンターが「報酬ではなく、地域のため」という認識で
活動しているのが実情です。現場では、銃刀法や安全基準を厳守しつつも、時にはトラブル
に巻き込まれることもあります。例えば、北海道のある町では行政側とのコミュニケーショ
ン不全から出動拒否に至ったケースもありました。現場の安全確保や役割分担の難しさが浮
き彫りになっています。発砲後に安全確保に不備があるとして警察が問題視すれば猟銃を取
り上げられてしまうことになります。長い時間とお金をかけて免許を維持してきたのに、皆
のためだと出動した駆除で資格が失われる可能性があります。猟友会の活動は、地域社会の
安全を守るために重要な役割を果たしています。特にクマのような大型動物の捕獲は、非常
に高いリスクを伴う作業であり、その報酬額の増額が求められる理由も理解できます。地域
住民の正しい理解により、猟友会の活動はより効果的に行われ、地域住民の安全につながる
と思います。

猟友会上富良野部会
事務局長　則

のりとう
藤　悦

よ し き
基さん

皆さんの声を意見書として町に届けました皆さんの声を意見書として町に届けました

（１）ヒグマ対策として「箱わな」は有効であり、各地域に配置できるよう個数を増やしていただきたい。
（２）鳥獣出没の見回りや、射撃練習に対する助成を考えていただきたい。
（３）アライグマ駆除に必要な捕獲用機材の整備を進めていただきたい。
（４）鳥獣対策に必要な経費等の対応を図っていただきたい。

他にはこんな声がありました他にはこんな声がありました
●道内外限らずクマ被害の報道が増えている中での懇談会だと思い
ますが、定められた時間では伝わらないことが多いと思いました。
それだけ、町から委嘱されている部会員が時間、費用を割いて身の
危険と安全に配慮しながら活動しているからだと思います。

●以前から鳥獣による農作物の被害は多くありますが、現状をあま
り知らない方が多いと思います。その中で今回のように実際に有害
鳥獣対策に関わっている猟友会部会員、実害にあっている農家の話
を少しでも知ってもらえる機会になればいいなと思いました。

●議会議員の方々からの意見や、質問の時間がなく閉会されたこと
が残念でした。もし、このテーマで次回も懇談会が行われるのでし
たら意見のやり取りができる懇談会にしていただきたく思います。

議会懇談会の様子

☝ 全文はこちらから
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決算特別
委員会

注
目
の
質
疑

注
目
の
質
疑

令
和
６
年
度
決
算

　  

114
億
円
に
対
す
る

　
令
和
６
年
度
で
は
、
町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
た
の
か
。
３
日
間
に
及
ぶ
決
算
特

別
委
員
会
の
中
で
議
員
が
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
対
し
て
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
起
業
人
っ
て
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
の
？

Ｑ　
地
域
活
性
化
起
業
人
は
年
間
ど
の
程
度
町
に
滞
在
し
、

　
　
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
か
。

Ａ　
月
平
均
５
～
７
日
程
度
町
内
で
活
動
し
、
観
光
振
興

　
　
を
中
心
に
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
活
用
や
特
別
体
験
事
業
、

　
　
泥
流
地
帯
映
画
化
な
ど
複
数
事
業
の
企
画
・
調
整
を

　
　
担
っ
た
。

Ｑ　
３
年
間
の
任
期
を
通
じ
、
具
体
的
な
成
果
は
何
か
。

Ａ　
香
り
を
軸
と
し
た
商
品
開
発
や
観
光
庁
事
業
の
誘
致
、

　
　
秋
冬
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
な
ど
、
今
後
展
開
可
能

　
　
な
基
盤
づ
く
り
に
寄
与
し
た
。

Ｑ　
町
の
顔
と
な
る
「
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
」
創
出
に
は

　
　
至
ら
な
か
っ
た
の
で
は
。

Ａ　
単
年
度
で
完
成
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
種
ま
き
と

　
　
実
証
を
行
い
、
今
後
町
が
引
き
継
ぎ
発
展
さ
せ
る
段

　
　
階
に
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

Ｑ　
起
業
人
の
人
脈
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
町
に
残
っ
て
い
る

　
　
の
か
。

Ａ　
観
光
事
業
者
や
外
部
企
業
と
の
関
係
は
継
続
し
て
お
り
、

　
　
今
後
の
事
業
展
開
に
活
用
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

泥
流
地
帯
映
画
化
の
現
在
地
は
？

Ｑ　
泥
流
地
帯
を
映
画
化
す
る
目
的
は
何
か
。

Ａ　
十
勝
岳
噴
火
と
い
う
町
の
歴
史
的
出
来
事
を
物
語
と
し

　
　
て
発
信
し
、
記
憶
の
継
承
と
町
の
認
知
度
向
上
を
図
る

　
　
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

Ｑ　
映
画
化
は
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
に
ど
の
よ
う
に
つ

　
　
な
が
る
と
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　
直
接
的
な
集
客
効
果
だ
け
で
な
く
、
町
の
背
景
や
ス
ト

　
　
ー
リ
ー
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
来
訪
動
機
の
創
出

　
　
に
つ
な
げ
た
い
。

Ｑ　
地
域
活
性
化
起
業
人
は
本
事
業
に
ど
う
関
わ
っ
た
の
か
。

Ａ　
企
画
段
階
か
ら
参
画
し
、
関
係
者
調
整
や
情
報
発
信
の

　
　
助
言
を
行
う
な
ど
、
事
業
推
進
の
側
面
支
援
を
担
っ
た
。

Ｑ　
映
画
化
が
一
過
性
の
話
題
で
終
わ
る
懸
念
は
な
い
か
。

Ａ　
そ
の
点
は
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
教
育
活
用
や
観
光

　
　
コ
ン
テ
ン
ツ
と
の
連
動
な
ど
、
継
続
的
な
展
開
を
検
討

　
　
し
て
い
る
。

私は上富良野を中心に、包括的性教育の実
践と性に関する課題への取り組みの 1 つ
として「ルナラウンジ」を開催しています。
各校で魅力的な性教育の取り組み、学びは
あると思いますが、人権教育でもある【包
括的性教育】に町として着手し、どの子に
も行き届くことを期待しています。

「せいラボ」
代表　北

きたむら
村　真

ま き こ
貴子さん

まちの声

Ｑ　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
協
議
会
で
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
や
要
望

　
　
が
話
し
合
わ
れ
た
か
。

Ａ　
通
信
速
度
に
関
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
基

　
　
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
Ｏ
Ｓ
）
を
変
更
す
る
検
討
が
行
わ

　
　
れ
、
令
和
７
年
度
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
進
ん
だ
？

Ｑ　
以
前
は
授
業
中
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
通
信
が
悪
く
、
授
業

　
　
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
面
を
目
に
し
た
が
。

Ａ　
令
和
６
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
を

　
　
変
更
し
た
が
、
調
査
を
行
っ
た
結
果
を
も
と
に
、
現
在

　
　
改
善
策
を
検
討
し
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
ど
う
だ
っ
た
？

Ｑ　
特
別
体
験
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
拡
大
・
質
向
上

　
　
推
進
事
業
４
千
500
万
円
の
事
業
内
容
は
。

Ａ　
全
額
国
費
で
、
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
着
眼
し
た
新
し

　
　
い
上
富
良
野
町
内
の
、
特
に
冬
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の

　
　
開
拓
、
開
発
、
商
品
化
と
い
っ
た
と
こ
ろ
の
研
究
を
目

　
　
的
と
し
た
事
業
。
主
に
台
湾
か
ら
の
観
光
を
意
識
し
た

　
　
仕
掛
け
で
、
冬
の
日
の
出
公
園
の
展
望
台
の
開
放
や
、

　
　
雪
上
自
転
車
体
験
な
ど
を
試
験
的
に
行
っ
た
。ま
た「
上

　
　
富
良
野
の
歩
き
方
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
日
・
英
・

　
　
中
の
言
語
で
作
成
し
た
。
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決算特別委員会

❺

Ｑ　
特
別
体
験
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
拡
大
・
質
向

　
　
上
推
進
事
業
の
成
果
は
。

Ａ　
即
時
の
商
品
化
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、外
国
人
ニ
ー

　
　
ズ
の
把
握
や
体
験
造
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
る
実
証
事

　
　
業
と
し
て
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
。

Ｑ　
約
４
千
500
万
円
の
国
費
を
投
じ
た
事
業
と
し
て
、
費

　
　
用
対
効
果
は
十
分
か
。

Ａ　
短
期
的
な
売
上
効
果
は
限
定
的
だ
が
、
将
来
の
観
光

　
　
商
品
化
に
つ
な
が
る
基
盤
整
備
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

Ｑ　
観
光
客
も
増
え
て
い
る
が
、交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

　
　
令
和
６
年
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
た
の
か
。

Ａ　
補
助
看
板
の
設
置
や
、
警
察
と
の
現
場
の
検
証
、
道

　
　
路
管
理
者
と
の
協
議
な
ど
の
調
整
を
図
っ
た
。

Ｑ　
町
内
で
路
面
の
損
傷
が
増
え
て
い
る
要
因
は
何
か
。

Ａ　
凍
結
と
融
解
の
繰
り
返
し
に
よ
る
舗
装
の
劣
化
や
、
大

　
　
型
車
両
の
通
行
増
加
、
経
年
劣
化
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

Ｑ　
損
傷
箇
所
の
補
修
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
判
断
し
て
い

　
　
る
の
か
。

Ａ　
通
行
の
危
険
性
や
交
通
量
、
生
活
道
路
か
幹
線
道
路
か

　
　
を
考
慮
し
、
優
先
度
を
付
け
て
順
次
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ　
町
民
か
ら
の
通
報
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の

　
　
か
。

Ａ　
通
報
内
容
を
も
と
に
現
地
確
認
を
行
い
、
補
修
の
優
先

　
　
順
位
決
定
や
維
持
管
理
計
画
に
反
映
し
て
い
る
。

Ｑ　
今
後
の
路
面
維
持
管
理
の
方
針
は
。

Ａ　
損
傷
が
深
刻
化
す
る
前
の
予
防
的
補
修
を
重
視
し
、
安

　
　
全
確
保
と
修
繕
費
抑
制
の
両
立
を
図
っ
て
い
く
考
え
で

　
　
あ
る
。

提
出
さ
れ
た
意
見
書

一
般
会
計

（
歳
出
）

１�　
地
域
活
性
化
起
業
人
の
任
用
に
つ
い
て

２　
泥
流
地
帯
映
画
化
に
つ
い
て

３　
「
か
み
ふ
ら
の
産
業
賑
わ
い
協
議
会
」
及
び
「
泥

　
　
流
地
帯
映
画
化
を
進
め
る
会
」
に
つ
い
て

４　
国
か
ら
の
委
託
事
業
で
あ
る
「
特
別
体
験
に
よ

　
　
る
イ
ン
バ
ン
ド
消
費
拡
大
・
質
向
上
推
進
事
業
」

　
　
に
つ
い
て

５　
公
共
施
設
の
改
修
整
備
等
に
つ
い
て

　
質
疑
の
中
で
出
さ
れ
た
指
摘
・
要
望
事
項
を
取
り
ま
と

め
、
町
長
に
対
し
、
来
年
度
の
予
算
編
成
と
町
政
運
営
に

反
映
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

定年退職後 42 年ぶりに上富良野に
戻ってきました。どの町も同じでしょ
うが、人口減少で町並が淋しく感じ
ます。でも十勝岳を望む景観は変わ
らない魅力です。道路の舗装の劣化
が激しいです。なんとか駐屯地規模
拡大で町を盛上げてほしいです。

渡
わたなべ

辺　孝
こ う じ

次さん

まちの声

道
路
の
損
傷
を
何
と
か
し
て
！

☜ 全文はこちらから

冬の上富良野を楽しむイギリス人カップル

意見書の提出
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定例会
臨時会

　
12
月
定
例
会
が
12
月
17
日
、
18
日
に
開
会
し
ま
し
た
。
補
正
予

算
、
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
６
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
な

ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
定
例
会
で
は
９
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
19
項

目
に
わ
た
っ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

●泉栄防災センター・東明会館にエアコン設置・・・357357 万円

●交通安全教室用信号機購入・・・124124 万円

●プレハブ冷蔵庫設置（まるごとかみふらのビール保管用）・・・373373 万円

●大雨被害による道路補修維持費・・・7,7007,700 万円

●人事院勧告による職員給与費・・・2,9332,933 万円

●現在の企画商工観光課を「企画政策課」と「商工観光課」に分
離する条例の一部改正が提案され、賛成多数で可決されました。

臨時会臨時会

補正補正 予算予算
（主なもの）（主なもの）

条例条例の一部改正の一部改正

第６回（10月 21日）第６回（10月 21日）

第７回（11月 28日）第７回（11月 28日）

議会 Pickup

定例会定例会

補正補正予算予算
（主なもの）（主なもの）

●高齢者等の冬季生活支援及び
プレミアム付き商品券発行・・・2,2192,219 万円

●人事院勧告に従い、職員及び特別職の給与が改定され
ました。

条例条例の一部改正の一部改正

　補正予算、条例の一部改正について審議され、賛成多数で可決されました。

第８回（１月13日）第８回（１月13日）

●特別職報酬審議会の答申を受けて、町長、副町長、
教育長、議員の給与が R8 年４月１日から改定されます。

条例条例の一部改正の一部改正

プレミアム商品券の発行は大変あり
がたいです。使われるお店と使われ
ないお店で差が出ているという意見
もありますが、使われる側としては、
商品券をご利用頂いたお客様に何か
特典を付けるなど、使ってもらうた
めの工夫をそれぞれが考えていくこ
とも必要なのではないかと思います。
また、紙ではなく違う形での発行や、
飲食店のみで使えるプレミアム商品
券など、今後のやり方を考える時期
にきているのではと思います。

D
ダ イ ニ ン グ

ining c
ケ イ ブ
ave

大
だいどう

道　祐
ゆ う き

樹さん

まちの声



 かみふらの議会だより第 129 号❼

定例会・臨時会

先進地から学べ！先進地から学べ！
議会活動報告

～視察研修～～視察研修～

　
留
萌
市
議
会
で
は
、
平
成
10
年
以
降
「
で
き
る
こ
と
か

ら
実
行
す
る
」
を
合
言
葉
に
、
定
数
削
減
や
一
問
一
答
方

式
の
導
入
な
ど
、
段
階
的
に
議
会
改
革
を
進
め
ら
れ
て
い

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
は
、
３
年
に
わ
た
る
調
査
を
経
て
、

コ
ス
ト
削
減
や
事
務
効
率
化
の
効
果
を
数
値
で
具
体
化
す

る
こ
と
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
を
実
現
し
、
そ
の
影
響
は
行

政
側
に
も
波
及
し
、
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
浸
透
さ

れ
て
い
た
。 

広
聴
活
動
で
は
、
意
見
交
換
会
に
加
え
「
か

わ
ら
版
」
に
よ
る
積
極
的
な
情
報
発
信
が
特
徴
的
で
、一
方
、

今
年
度
開
始
の
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
応
募
不
足
と
い

う
課
題
に
直
面
し
て
い
た
。

　
下
川
町
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
を
通
じ
て

議
会
の
主
体
性
と
独
立
性
を
強
化
し
て
お
り
、
重
要
計
画

の
議
決
事
項
化
や
文
書
質
問
の
導
入
、
外
部
有
識
者
に
よ

る
「
議
会
諮
問
会
議
」
の
新
設
、
定
数
・
報
酬
の
議
会
発

議
へ
の
変
更
な
ど
、
踏
み
込
ん
だ
改
革
が
特
徴
的
で
あ
っ

た
。
広
聴
活
動
で
は
、
男
女
・
年
代
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

た
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度

が
定
着
し
て
お
り
、
議

員
を
輩
出
す
る
土
壌
に

も
な
っ
て
い
た
。
特
に
、

高
校
生
モ
ニ
タ
ー
制
度

は
、
議
員
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
生
徒
が

議
場
で
直
接
一
般
質
問

を
行
う
形
式
に
進
化
し
、

予
算
化
に
至
る
政
策
提

案
も
生
ま
れ
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
住
民
と

の
意
見
交
換
会
で
の

テ
ー
マ
を
フ
リ
ー
に

す
る
な
ど
、
対
話
の

活
性
化
に
も
注
力
し

て
い
た
。

11月４日・５日
議会運営委員会タブレットを導入してペーパーレスへ

　
遠
軽
町
議
会
で
は
、
事
務
局
主
導
だ
っ
た
議
会
だ
よ
り

を
刷
新
し
、
議
員
自
ら
が
取
材
や
特
集
記
事
作
成
を
担
う

体
制
へ
と
見
直
し
を
行
い
、
記
事
へ
の
議
員
名
表
記
に
よ

る
「
活
動
の
見
え
る
化
」
や
、
２
色
刷
り
で
も
見
や
す
い

５
段
階
の
濃
淡
表
現
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
な
ど
、
先

進
地
の
事
例
を
積
極
的
に
導
入
。
そ
の
結
果
、
令
和
７
年

度
の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
表
彰
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ

て
い
た
。

　
表
彰
後
も
現
状
に
満
足
せ
ず
、
他
町
の
事
例
を
参
考
に

随
時
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
継
続
し
、
現
在
は
広
報
機
能
の
強

化
に
加
え
、
新
た
に
広
聴
機
能
を
備
え
た
委
員
会
構
成
へ

と
発
展
さ
せ
て
お
り
、
町
民
が
よ
り
議
会
に
関
心
を
持
て

る
よ
う
な
、
委
員
会
活
動
の
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　
訓
子
府
町
議
会
で
は
、
中
学
生
で
も
読
め
る
議
会
広
報

誌
に
な
る
こ
と
に
努
め
文
字
数
を
減
ら
し
、
イ
ラ
ス
ト

や
写
真
を
多
く
取
り
入

れ
、
委
員
会
内
で
構
成
し

た
「
サ
ポ
ー
ト
部
会
」
を

中
心
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

図
り
、
令
和
３
年
に
は
全

国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
表

彰
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

刷
新
さ
れ
た
議
会
だ
よ
り

を
ベ
ー
ス
に
、
更
に
議
会

モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
議
会
広

報
に
関
す
る
意
見
を
集
め

広
報
特
別
委
員
会
内
で
の

編
集
体
制
の
見
直
し
、
議

会
だ
よ
り
作
成
委
託
先
と

の
打
ち
合
わ
せ
に
、
こ
れ

ま
で
参
加
し
て
い
な
か
っ

た
委
員
長
及
び
副
委
員
長

の
参
加
な
ど
、
さ
ら
な
る

議
会
だ
よ
り
の
充
実
が
図

ら
れ
て
い
た
。

手に取ってもらう広報誌づくりに向けて
11月 17日・18日
議会広報特別委員会

☝ 報告書はこちらから

☝ 報告書はこちらから

留萌市議会にて

遠軽町議会にて



一般
質問
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上富良野のここが聞きたい‼上富良野のここが聞きたい‼
町民の思いを届ける 60 分町民の思いを届ける 60 分

米澤　義英 議員 湯川　千悦子 議員

荒生　博一 議員 井村　悦丈 議員

小林　啓太 議員

①　農業の担い手について

林　 敬永 議員

茶谷　朋弘 議員 金子　益三 議員

佐藤　大輔 議員

①　クマ・シカ被害対策の強化に
　　ついて
②　十勝岳噴火泥流災害から
　　100 年を迎えるにあたり

①　十勝岳の防災対策について
②　ジオパークの今後について

①　SNS を利用した効果的な情
　　報発信について

①　財政の持続可能性と将来への
　　責任について
②　上富良野駅の無人化について

①　上富良野駅営業体制見直しに
　　ついて
②　免許証の返納対応について
③　クマ対策について
④　学校給食センターについて
⑤　学校給食について

①　行政の DX 化について
②　部活動の地域展開について
③　上富良野高校の支援策につい
　　て

①　民泊の急増及び外資系による
　　空き家取得の増加に伴う、住
　　環境・安全・景観への影響と
　　町の対応について

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？
次の定例会の開会予定は… ３月３日（火）～６日（金）、17 日（火）です３月３日（火）～６日（金）、17 日（火）です

※この日程は変更になる場合がありますので、ご確認のうえ、役場３階の議場までお越しください。

12 月定例会の傍聴者は 1111 人人

・一般質問のページは質問議員本人により編
集されています。

YouTube はじめましたYouTube はじめました

１日目
❶～❻

２日目
❼～❾

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾
①　町道の舗装改修工事を行わな
　　いか
②　近年増加するヒグマ被害への
　　対策は



❾ かみふらの議会だより第 129 号

一般質問

十勝岳の防災対策は

湯川　千悦子 議員

十勝岳の噴火には、
備えあれば憂いなし
です。是非ご家庭の
防災グッズを今一度
ご確認を！

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
と
は
、
政
府
機
関
の
シ
ス

テ
ム
を
共
通
化
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
、
コ
ス

ト
削
減
、
業
務
効
率
化
を
目
指
す
政
府
共
通
の
ク

ラ
ウ
ド
基
盤
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
庁
が
整
備
を
進
め

て
お
り
、
２
０
２
５
年
度
末
ま
で
に
移
行
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

防災

湯
川
議
員　
住
民
基
本
台
帳

や
そ
の
ほ
か
関
係
す
る
デ
ー

タ
ー
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

今
後
の
新
た
な
対
策
は
考
え

て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
基
盤
で
の
運
用
を
継

続
し
て
い
る
。
今
後
は
災
害

時
に
強
い
運
用
を
継
続
し
て

い
く
。

湯
川
議
員　
上
富
良
野
町
災

害
時
応
援
協
定
締
結
事
業
者

一
覧
で
は
広
範
囲
に
及
ぶ
関

係
機
関
と
の
協
定
締
結
が
行

わ
れ
、
町
民
と
し
て
安
心
す

る
と
こ
ろ
だ
が
、
実
際
に
大

規
模
災
害
時
救
援
物
資
の
仕

切
り
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
皿
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
大
規
模
災
害
発

生
時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
協
定
に
基
づ
き
供
給
業

務
を
一
元
的
に
担
当
す
る
組

織
の
確
立
を
重
視
し
対
応
方

針
を
定
め
る
受
援
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。

湯
川
議
員　
十
勝
岳
噴
火
総

合
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
る

が
、
災
害
時
応
援
協
定
締
結

し
て
い
る
民
間
の
事
業
所
と

の
訓
練
は
、
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

斉
藤
町
長　
具
体
的
に
は
町

内
企
業
と
締
結
し
た
協
定
に

基
づ
き
、
物
資
の
供
給
体
制

の
確
認
、
あ
る
い
は
被
災
者

の
一
時
収
容
施
設
の
確
保
・

提
供
と
い
っ
た
、
よ
り
実
践

的
な
連
携
訓
練
を
実
施
し
て

い
く
。

ば
豊
か
な
大
地
が
作
る
作
物

の
美
味
し
さ
や
、
四
季
折
々

の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
感
じ

る
感
情
や
心
を
育
む
教
育
を

ジ
オ
パ
ー
ク
に
絡
め
て
町
全

体
で
や
っ
て
い
く
仕
組
み
は

で
き
な
い
の
か
。

斉
藤
町
長　
一
般
の
方
も
含

め
て
、
色
々
な
場
で
上
富
良

野
学
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
今

後
も
提
供
し
て
い
く
。

冬の美しい十勝岳…どうか美しいままで

ジ
オ
パ
ー
ク
の
今
後
は
？

湯
川
議
員　

今
後
も
ジ
オ

パ
ー
ク
の
取
り
組
み
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
が
、
今
後
の
広
報
な
ど

の
方
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

斉
藤
町
長　
イ
ベ
ン
ト
や
講

演
会
の
開
催
な
ど
、
よ
り
多

く
の
人
が
参
加
で
き
る
機
会

を
つ
く
っ
て
い
く
。

湯
川
議
員　

今
後
の
ジ
オ

パ
ー
ク
に
関
わ
る
教
育
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

斉
藤
町
長　
全
て
の
小
学
校

で
早
い
時
期
か
ら
ジ
オ
パ
ー

ク
教
育
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
。

湯
川
議
員　
も
ち
ろ
ん
大
事

だ
が
、
も
っ
と
情
操
教
育
と

い
う
か
、
心
の
教
育
、
例
え

町長 -より実効性のある防災体制の構築を目指す

上富良野町・美瑛町で開催されたジオパーク全国大会
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配信

井村　悦丈　議員

LINE 公式アカウントでの情報配信はしないのか

情
報
の
受
取
り
・
配
信
方
法
に
は
プ
ル
型
と
プ
ッ

シ
ュ
型
が
あ
る
。

プ
ル
型
は
自
分
か
ら
必
要
な
情
報
を
探
し
に
行
く

方
法
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
な
ど
が
例
。

プ
ッ
シ
ュ
型
は
他
者
か
ら
情
報
が
送
ら
れ
て
く
る

方
法
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
メ
ー
ル

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
な
ど
が
該
当
す
る
。

近隣市町村では盛ん
に情報配信されてい
るのに何故

井
村
議
員　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
普
及
し
た
今
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
し
て
ア
プ
リ
が
数
多
く
あ

る
。
総
務
省
の
通
信
利
用
動

向
調
査
に
よ
れ
ば
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
世
帯
保
有
数
割

合
は
90.5
％
で
、
個
人
の
保
有

割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
り
８

割
を
超
え
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
利

用
率
は
、
94.9
％
へ
と
増
加
し
、

高
齢
者
層
で
も
60
代
の
利
用

率
が
91.1
％
へ
と
増
加
し
て
い

る
。
様
々
な
企
業
、
店
舗
が

集
客
や
顧
客
対
応
と
し
て
、

ま
た
、
自
治
体
・
団
体
・
サ

ー
ク
ル
等
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
が
広
く
利
用
さ

れ
て
い
る
。
行
政
施
策
や
社

会
福
祉
に
関
す
る
情
報
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
や
防
災
・
災

害
情
報
な
ど
を
町
民
に
タ
イ

ム
リ
ー
に
伝
え
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

斉
藤
町
長　
町
の
情
報
発
信

に
関
し
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
月
２
回
発
行
の
広
報

紙
や
防
災
無
線
と
い
っ
た
既

存
媒
体
に
加
え
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
新
着
情
報
で
、
イ
ベ

ン
ト
等
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情

報
提
供
を
行
い
、
同
内
容
を

Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
や
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
広
報
担
当

等
が
撮
影
し
た
写
真
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
へ
の
投
稿
、
さ

ら
に
は
、
時
節
的
な
お
礼
を

兼
ね
た
動
画
の
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
の
公
開
な
ど
、
行
っ
て

配信がない公式アプリ

い
る
。
今
後
の
展
開
と
し
て

は
、
現
在
導
入
し
て
い
る
ｘ

Ｉ
Ｄ
ア
プ
リ
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
に
よ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
等
の
文

書
の
電
子
通
知
が
可
能
と
な

る
予
定
で
、
こ
れ
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
利
便
性
向
上
が
図
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

井
村
議
員　
一
番
身
近
な
ス

ー
パ
ー
ア
プ
リ
は
何
か
伺
う
。

宮
下
企
画
商
工
観
光
課
長　

特
定
の
ア
プ
リ
の
名
称
と
な

る
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
広
く
普

及
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

井
村
議
員　
い
ち
早
く
町
民

の
ほ
か
町
外
の
方
に
情
報
が

届
く
こ
と
が
重
要
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
無
線
よ
り

も
早
く
確
実
に
情
報
が
届
く

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
評
価
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
プ
ッ
シ
ュ
通
知
を

町
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

に
は
、
友
達
の
追
加
と
い
う

必
要
性
が
あ
る
。

　
登
録
を
呼
び
か
け
る
Ｐ
Ｒ

が
大
切
か
と
思
う
が
。

斉
藤
町
長　
フ
ォ
ロ
ー
数
と

か
、
友
達
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
は
、
重
要
な
意
味
が
あ

る
。
自
治
体
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
観
光

な
ど
地
域
外
の
人
に
も
地
域

の
魅
力
を
発
信
で
き
、
そ
れ

に
よ
っ
て
観
光
誘
致
や
移
住

者
増
加
が
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
、
し
っ
か
り
検
討
し
効

果
を
見
極
め
て
、
導
入
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

町長 -内部で引き続き検討している
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計画
中・長期財政計画書を策定しているのか

林　　敬永　議員

中・長期財政計画な
しに、総合計画に基
づく「まちづくり」は、
将来の負担を見越さ
ずに事業実施する危
うい財政運営をもた
らします。

財
政
計
画
を
作
る
最
大
の
目
的
は
、
財
政
健
全
化

法
に
あ
り
ま
す
。
総
合
計
画
で
掲
げ
た
政
策
を
実

行
す
る
た
め
に
、
本
当
に
お
金
が
足
り
る
の
か
？

と
い
う
裏
付
け
と
し
て
機
能
す
る
も
の
で
す
。

林
議
員　
近
年
の
物
価
高
騰

な
ど
が
町
の
財
政
運
営
に

重
荷
を
か
け
て
い
る
と
思

う
。
私
た
ち
は
、「
現
在
の

町
民
生
活
を
守
る
責
任
」
と
、

「
将
来
の
世
代
に
過
大
な
負

担
を
残
さ
な
い
と
い
う
未
来

へ
の
責
任
」、
こ
の
両
方
を

果
た
す
必
要
が
あ
り
、
町
の

今
後
の
財
政
を
予
測
す
る
上

で
、
最
も
大
き
な
課
題
に
対

し
、
具
体
的
な
対
応
策
を
講

じ
る
た
め
に
は
、「
中
長
期

財
政
計
画
書
」
が
重
要
に
な

る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
を
聞
く
。

斉
藤
町
長　
第
６
次
総
合
計

画
の
実
施
方
針
に
基
づ
き
、

財
政
の
健
全
な
運
営
に
努
め

て
お
り
、「
中
長
期
財
政
計

画
書
」
と
い
う
名
称
の
独
立

し
た
文
書
は
、
策
定
し
て
い

な
い
。
予
算
編
成
に
お
い
て

策
定
し
て
い
る
「
実
施
計
画

書
」
の
内
容
を
も
っ
て
、
実

質
的
に
中
長
期
的
な
財
政
見

通
し
と
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
実
施
計
画
書
に
登

載
し
て
い
る
予
算
の
執
行
年

度
を
含
む
向
こ
う
３
年
間
の

「
年
度
別
資
金
計
画
書
」
を

は
じ
め
、「
財
政
指
標
」や「
分

野
別
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、

予
算
の
編
成
や
執
行
管
理
に

お
け
る
総
合
的
な
調
整
を
行

っ
て
い
る
。

提
案
も
線
区
維
持
の
た
め
の

苦
渋
の
決
断
で
あ
る
と
は
認

識
し
て
い
る
が
、
無
人
化
に

よ
り
駅
舎
が
衰
退
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と

連
携
し
、
駅
舎
の
有
効
活
用

や
地
域
活
性
化
に
資
す
る
具

体
的
な
利
活
用
策
を
、
鋭
意

協
議
検
討
を
進
め
、
防
犯
や

安
全
管
理
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ

に
お
い
て
監
視
カ
メ
ラ
の
設

置
や
緊
急
連
絡
体
制
の
整
備

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
無
人

化
以
降
も
利
用
者
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
環
境
の
構
築

を
求
め
て
い
く
。

町の未来

上
富
良
野
駅
の
無
人
化
に

つ
い
て

林
議
員　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら

来
年
度
よ
り
上
富
良
野
駅
の

無
人
化
の
報
告
を
受
け
た
。

上
富
良
野
駅
は
、
120
年
以
上

の
長
き
に
わ
た
り
、
物
資
輸

送
か
ら
現
在
の
住
民
生
活
の

「
足
」、
そ
し
て
富
良
野
・

美
瑛
観
光
の
拠
点
と
し
て
極

め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
今
後
Ｊ
Ｒ
北
海
道

と
ど
の
よ
う
な
協
議
を
行
っ

て
い
く
の
か
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

斉
藤
町
長　
町
は
、
懸
念
事

項
や
要
望
事
項
を
取
り
ま
と

め
、
11
月
４
日
付
け
で
要
望

書
を
提
出
し
た
。
Ｊ
Ｒ
富
良

野
線
の
現
状
は
、
平
成
28
年

に
「
単
独
で
は
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
な
線
区
」
と
し
て

発
表
さ
れ
て
以
降
、
今
回
の

町長 -中・長期計画書は、策定していない

上富良野駅
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害獣

金子　益三　議員

増加するヒグマ被害へ来期の対策は

緊
急
銃
猟
と
は
、
改
正
鳥
獣
保
護
管
理
法
に
よ
っ

て
新
た
に
設
け
ら
れ
ク
マ
な
ど
が
人
の
生
活
圏
に

出
没
し
、
人
命
へ
の
危
害
を
防
止
す
る
た
め
緊
急

に
対
応
が
必
要
な
場
合
に
、
市
町
村
長
の
判
断
で

銃
器
に
よ
る
捕
獲
を
可
能
と
す
る
制
度
で
す
。

猟友会の人たちはボラ
ンティアで活動してく
れて、自らのお金と時
間をかけて害獣被害か
ら町民を守っていただ
き有難いです。

金
子
議
員　
緊
急
銃
猟
の
許

可
が
行
え
る
法
律
改
正
が
行

わ
れ
各
地
で
ヒ
グ
マ
の
駆
除

が
な
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道

が
定
め
た
「
人
里
出
没
抑
制

等
の
た
め
の
春
季
管
理
捕

獲
」
の
実
施
要
領
に
基
づ
い

て
来
年
度
の
実
施
計
画
の
予

定
は
。

斉
藤
町
長　
春
季
の
降
雪
期

や
残
雪
期
で
長
時
間
雪
山
に

入
る
狩
猟
で
あ
る
こ
と
、
ヒ

グ
マ
の
生
息
域
が
分
か
り
に

く
い
等
の
課
題
が
あ
り
、
仕

事
を
持
つ
方
が
多
い
こ
と
か

ら
、
人
材
育
成
の
目
的
で
訓

練
や
講
習
を
行
う
よ
う
関
係

者
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

山
内
農
業
振
興
課
長　
せ
っ

か
く
訓
練
を
や
る
の
で
、
講

師
を
呼
ぼ
う
と
考
え
て
い
る
。

町
単
独
で
や
る
の
で
は
な
く
、

隣
の
中
富
良
野
に
も
相
談
し
、

互
い
の
猟
友
会
と
時
間
の
合

う
と
き
に
や
ろ
う
と
い
う
お

声
が
け
を
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
。
北
海
道
に
講
師
を
探

し
て
も
ら
っ
て
い
る
最
中
で

あ
り
、
北
海
道
か
ら
の
要
望

が
あ
る
の
で
、
そ
の
期
間
中

に
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

金
子
議
員　
命
を
か
け
て
ヒ

グ
マ
の
駆
除
に
関
わ
る
猟
友

会
へ
の
報
酬
等
に
つ
い
て
改

定
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
、

そ
の
他
処
遇
に
つ
い
て
も
併

せ
て
伺
う
。

斉
藤
町
長　
現
状
、
猟
友
会

増設が望まれる箱わな

町長 -猟友会と十分協議しながら進める

の
皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
。
猟
友
会
の
方

と
非
常
に
良
い
関
係
で
、
今

の
と
こ
ろ
報
酬
も
完
璧
で
は

な
い
が
、
７
年
に
改
定
し
て

い
る
。

金
子
議
員　
町
と
し
て
猟
友

会
の
人
を
中
心
と
し
、
専
門

性
を
持
た
せ
る
よ
う
な
配
置

と
い
う
の
を
持
つ
必
要
が
な

い
か
。
予
算
に
つ
い
て
も
、

国
も
道
も
補
正
予
算
を
つ
け

て
い
る
。
ク
マ
対
策
に
対
し

て
人
の
確
保
、
処
遇
、
身
分

の
保
障
が
必
要
で
は
な
い
か
。

斎
藤
町
長　
今
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
猟
友
会
の
方
と
十

分
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

勝
手
に
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ

ー
を
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。

金
子
議
員　
大
型
の
害
獣
を

駆
除
し
た
後
に
、
解
体
と
処

理
が
必
要
な
の
で
、
ヘ
ル
パ

ー
の
予
算
は
計
上
で
き
る
か
。

斉
藤
町
長　
撃
つ
人
だ
け
で

は
な
く
て
、
周
り
に
い
る
方

も
含
め
て
ど
う
し
て
い
く
か

と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
解

決
も
含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
相

談
に
乗
っ
て
話
し
合
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

金
子
議
員　
ヒ
グ
マ
の
箱
わ

な
を
最
低
限
で
も
各
地
区
に

１
か
所
ず
つ
は
設
置
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長　
箱
わ
な
に
つ
い

て
も
計
画
的
に
、
一
度
に
増

や
せ
れ
ば
い
い
が
、
ハ
ン
タ

ー
の
作
業
の
軽
減
、
住
民
の

安
全
も
含
め
て
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
る
。



⓭ かみふらの議会だより第 129 号

一般質問

１
９
２
６
年
９
月
８
日
に
も
十
勝
岳
は
小
噴
火
を

起
こ
し
、
２
名
が
行
方
不
明
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
も
火
山
活
動
は
続
き
、
一
連
の
活
動
が
終
息

を
迎
え
た
の
は
、
２
年
半
後
の
１
９
２
８
年
12
月

４
日
の
小
噴
火
後
で
す
。

防災
100年という節目をどう迎えるか

佐藤　大輔　議員

100 年の節目を重要視
する町民から「具体的
な姿が見えない」と心
配の声が寄せられてい
たが、ひとまず安心…
かな？

佐
藤
議
員　

大
正
15

（
１
９
２
６
）
年
の
十
勝
岳

噴
火
に
伴
う
泥
流
災
害
か
ら
、

令
和
８
（
２
０
２
６
）
年
で

100
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
こ

の
災
害
で
は
多
く
の
尊
い
命

と
財
産
が
失
わ
れ
、
町
の
歴

史
と
防
災
の
礎
を
築
く
契
機

と
な
っ
た
。
こ
の
100
年
を
単

な
る
節
目
と
す
る
の
で
は
な

く
、
先
人
の
教
訓
を
次
代
に

継
承
し
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
雄
峰
十
勝
岳
か
ら
多
く

を
学
び
、
町
民
の
防
災
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
十
勝
岳
噴
火
泥
流
災
害
100

年
に
あ
た
り
、
町
と
し
て
追

悼
行
事
等
の
実
施
を
検
討
し

て
い
る
の
か
。

斉
藤
町
長　
追
悼
式
を
は
じ

め
と
す
る
関
連
事
業
の
実
施

を
検
討
し
て
い
る
。
単
な
る

過
去
の
振
り
返
り
に
留
ま
ら

ず
、
犠
牲
者
の
追
悼
は
勿
論
、

災
害
の
記
憶
を
後
世
に
継
承

し
、
未
来
の
防
災
に
つ
な
げ

る
事
業
と
し
て
計
画
を
進
め

て
い
る
。
国
や
北
海
道
に
対

し
て
も
、
追
悼
式
を
は
じ
め

と
す
る
関
連
事
業
へ
の
協
力

や
後
援
を
要
請
す
る
予
定
で

あ
る
。

佐
藤
議
員　
災
害
の
教
訓
を

町
民
に
継
承
す
る
た
め
の
防

災
教
育
・
啓
発
活
動
な
ど

「
100
年
の
節
目
」
を
踏
ま
え

た
特
別
な
取
組
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。

災害の記憶を風化させない取り組みとして町民が開いている展示会

斉
藤
町
長　
「
泥
流
地
帯
」

の
映
画
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

朗
読
会
や
紙
芝
居
イ
ベ
ン
ト
、

そ
の
他
に
も
災
害
の
恐
ろ
し

さ
と
復
興
の
歴
史
を
学
べ
る

特
別
展
や
講
演
会
の
開
催
、

災
害
の
記
録
や
先
人
た
ち
の

歴
史
を
ま
と
め
た
回
顧
誌
改

訂
版
の
発
刊
な
ど
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
防
災
意
識
の

向
上
と
次
世
代
へ
の
確
実
な

教
訓
の
継
承
を
目
指
し
た
い
。

佐
藤
議
員　
100
年
と
い
う
節

目
を
契
機
と
し
て
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
避
難
体
制
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
、

観
光
、
地
域
振
興
な
ど
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
を

ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長　
災
害
に
強
い
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
砂
防
堰
堤
な

ど
の
ハ
ー
ド
対
策
を
計
画
的

町長 -歴史に学び未来へつなげる年に

に
実
施
す
る
よ
う
引
き
続
き

国
や
道
に
要
請
し
て
い
く
。

ま
た
、
避
難
路
の
確
保
や
情

報
通
信
網
の
強
化
に
努
め
る
。

ソ
フ
ト
面
で
は
実
践
的
な
避

難
訓
練
を
実
施
し
、
自
主
防

災
組
織
と
連
携
し
た
災
害
時

要
支
援
者
の
支
援
体
制
の
充

実
を
図
る
。

佐
藤
議
員　
わ
が
町
に
と
っ

て
特
別
な
年
と
な
る
令
和
８

年
は
、
先
人
た
ち
の
思
い
を

胸
に
、
更
に
飛
躍
す
る
年
に

な
る
こ
と
を
切
に
願
う
が
。

斉
藤
町
長　
活
火
山
で
あ
る

以
上
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
。

100
年
を
機
に
、
上
富
良
野
は

２
度
の
開
拓
が
あ
っ
て
今
が

あ
る
と
い
う
歴
史
を
学
び
、

先
人
の
苦
労
に
思
い
を
致
し
、

未
来
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば

と
思
う
。
２
０
２
６
年
を
新

た
な
一
歩
に
し
た
い
。
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学校
給食

米澤　義英　議員

学校給食の無償化を

米
澤
議
員　
学
校
給
食
は
、

児
童
生
徒
の
健
全
な
成
長
に

欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
国
は
、

来
年
度
か
ら
小
学
校
の
学
校

給
食
の
無
償
化
を
実
施
す
る

と
し
て
い
る
。
無
償
化
が
実

現
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の

食
育
推
進
か
ら
も
良
い
こ
と

で
あ
り
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
町
は
、
小
中
学
校
の
給
食

費
の
無
償
化
の
位
置
づ
け
を

ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

鈴
木
教
育
長　
学
校
給
食
は
、

児
童
生
徒
の
心
身
の
健
全
な

発
達
と
健
康
増
進
に
資
す
る

も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
現
在
、
給
食
費
に
つ
い

て
は
一
食
あ
た
り
、
小
学
校

児
童
食
316
円
、
中
学
校
生
徒

食
376
円
を
保
護
者
の
皆
様
に

負
担
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

価
格
高
騰
に
よ
り
不
足
す
る

費
用
に
つ
い
て
は
、
全
額
町

費
か
ら
補
填
し
て
い
る
。

　
国
に
お
い
て
は
、
令
和
８

年
度
か
ら
公
立
小
学
校
の
給

食
費
無
償
化
が
検
討
さ
れ
て

い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、

現
段
階
で
は
制
度
内
容
等
に

つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
令
和
８

年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、

同
額
の
給
食
費
の
負
担
を
い

た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

国
の
制
度
概
要
が
明
ら
か
に

な
り
次
第
、
必
要
な
対
応
に

つ
い
て
、
検
討
・
協
議
を
進

め
た
い
。

来年度から学校給食
費の無償化が小学校
から実施されようと
していますが、中学
校まで実施すべきで
す。

上
富
良
野
町
教
育
振
興
計
画
で
は
、
安
全
・
安
心

な
学
校
給
食
の
充
実
と
推
進
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

子どもたちに提供されている学校給食

非
対
応
の
給
食
費
の
免
除
を

示
義
務
の
あ
る
特
定
原
材
料

品
目
等
に
つ
い
て
情
報
を
掲

載
し
、
家
庭
に
お
い
て
ア
レ

ル
ギ
ー
等
に
応
じ
た
判
断
を

い
た
だ
け
る
よ
う
、
注
意
喚

起
に
努
め
て
い
る
。

　
給
食
提
供
に
お
い
て
は
、

配
慮
が
必
要
な
児
童
生
徒
を

把
握
し
、
可
能
な
限
り
代
替

品
を
提
供
し
、
重
度
の
食
物

等
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
り
学
校

給
食
の
提
供
を
受
け
ず
、
毎

日
お
弁
当
を
持
参
さ
れ
る
場

合
は
、
給
食
費
の
徴
収
を

行
っ
て
い
な
い
が
、
一
部
の

メ
ニ
ュ
ー
の
み
が
食
べ
ら
れ

な
い
場
合
は
、
給
食
費
を
徴

収
さ
せ
て
い
る
。

教育長 -国の概要が明らかになり次第検討・協議したい

米
澤
議
員　
ア
レ
ル
ギ
ー
の

あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
、

給
食
の
提
供
は
注
意
を
払
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
に
対
応
し

き
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た
給

食
が
対
象
者
に
提
供
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
給
食

費
の
免
除
が
必
要
で
は
。

鈴
木
教
育
長　
ア
レ
ル
ギ
ー

食
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

建
設
後
45
年
経
過
し
て
お
り
、

設
備
や
衛
生
管
理
の
面
か
ら
、

ア
レ
ル
ギ
ー
源
を
完
全
に
除

去
、
隔
離
し
た
調
理
を
行
う

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
児

童
生
徒
の
安
全
を
第
一
に
考

え
、
給
食
だ
よ
り
に
法
で
表

食物アレルギー
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部活動

今
回
の
拡
充
で
私
立
高
校
の
支
援
額
が
手
厚
く
な

る
た
め
、
進
学
先
を
選
ぶ
上
で
、
学
費
と
い
う
大

き
な
制
約
が
取
り
払
わ
れ
る
こ
と
で
、「
よ
り
充

実
し
た
教
育
環
境
」
を
求
め
て
、
私
立
高
校
へ
の

志
願
者
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

上中部活動の現状の主な課題は

国 は、 令 和 8 年 か ら
10 年度の間に、原則
すべての学校で、休日
の部活動を地域で行う
ことを目指すとされて
いるが、大丈夫か。

荒
生
議
員　
部
活
動
の
地
域

展
開
に
お
け
る
課
題
は
、
指

導
者
の
確
保
、
施
設
や
費
用

の
問
題
、
生
徒
の
送
迎
負
担
、

そ
し
て
地
域
間
の
格
差
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
上
富
良

野
中
学
校
の
現
状
の
主
な
課

題
は
。

鈴
木
教
育
長　
上
富
良
野
中

学
校
の
部
活
動
地
域
展
開
に

お
け
る
課
題
と
し
て
、
組
織

運
営
体
制
の
構
築
、
指
導
者

の
確
保
、
生
徒
や
保
護
者
へ

の
説
明
な
ど
様
々
な
観
点
か

ら
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

部
活
動
指
導
に
対
し
て
支

援
・
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

教
職
員
が
、
地
域
の
指
導
者

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
地
域
展
開
と
な
っ
た

場
合
に
お
い
て
も
、
活
動
す

る
生
徒
や
保
護
者
の
負
担
が

過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
、
新

た
な
制
度
構
築
の
上
で
、
費

用
負
担
の
在
り
方
も
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

荒
生
議
員　
費
用
負
担
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
、

現
在
は
待
っ
た
な
し
の
状
況

か
と
私
は
強
く
感
じ
て
い
る
。

一
日
も
早
い
制
度
の
構
築
が

求
め
ら
れ
る
が
。

鈴
木
教
育
長　
教
育
委
員
会

組
織
の
中
で
学
校
教
育
だ
け

で
は
な
く
、
少
年
団
を
抱
え

る
社
会
教
育
に
と
っ
て
も
こ

れ
は
町
の
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
を
進
め
る
大
事
な
重

要
案
件
で
あ
る
。
教
育
委
員

会
が
総
力
を
挙
げ
て
、
学
校

と
保
護
者
と
連
携
し
、
そ
の

対
応
に
向
け
て
検
討
を
構
築

し
て
い
く
。

荒生　博一　議員

ほ
か
に
は
な
い
手
厚
い
支
援

を
継
続
し
て
い
る
。
令
和
８

年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
現

在
実
施
し
て
い
る
支
援
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も

学
校
や
保
護
者
、
上
富
良
野

高
等
学
校
教
育
振
興
会
と
連

携
し
、
単
に
金
銭
的
な
支
援

を
拡
充
す
る
の
で
は
な
く
、

よ
り
効
果
的
で
最
適
な
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
・

協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
学

校
と
連
携
し
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
特
色
あ
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
支
援
す

る
こ
と
で
「
学
び
た
い
、
通

い
た
い
」
と
思
わ
れ
る
魅
力

あ
る
学
校
づ
く
り
を
後
押
し

し
て
い
く
。

上
富
良
野
高
校
の
支
援
策

荒
生
議
員　
「
高
校
の
授
業

料
無
償
化
」
は
、
あ
く
ま
で

も
授
業
料
に
対
し
て
補
助
金

が
出
る
も
の
で
、
授
業
料
以

外
に
必
要
な
入
学
金
や
交
通

費
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
保
護
者
負
担
と
な
る
。
今

後
は
私
立
高
校
も
生
徒
確
保

の
た
め
に
学
校
ご
と
の
さ
ら

な
る
特
色
を
打
ち
出
し
て
く

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
教

育
長
は
令
和
８
年
度
以
降
、

上
富
良
野
高
校
の
新
た
な
支

援
策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

鈴
木
教
育
長　
こ
れ
ま
で
も

高
校
で
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
購
入
費
を
含
む
入
学
準
備

金
就
学
支
援
金
、
通
学
費
の

補
助
に
加
え
、
各
種
資
格
取

得
に
係
る
検
定
料
、
さ
ら
に

は
学
校
給
食
の
提
供
な
ど
、

教育長 -組織運営体制の構築、指導者の確保

　上富良野中学校吹奏楽部（R7 年 11 月）
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新規
就農

小林　啓太　議員

離農と就農の時期のズレを解消する方策は

新規就農を目指す協力隊
員たちは、将来の自分の
農地に対する不安を抱え
ながらも日々農業に勤し
んでいます。農地の情報
があればぜひ。

時
期
の
ズ
レ
と
は
、
誰
か
が
農
業
を
や
め
る
タ
イ

ミ
ン
グ
と
、
違
う
誰
か
が
農
業
を
始
め
よ
う
と
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
か
み
合
わ
な
い
こ
と
。
一
般
的

に
始
め
よ
う
と
す
る
人
の
こ
と
を
新
規
就
農
者
と

い
う
。

小
林
議
員　
農
業
者
へ
の
経

営
継
続
や
経
営
継
承
の
意
向

調
査
の
進
捗
は
。

斉
藤
町
長　
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
離
農
や
規
模

縮
小
の
意
向
も
確
認
し
て
い

る
。
営
農
の
継
続
や
規
模
縮

小
の
時
期
は
各
経
営
体
の
判

断
と
な
り
、
新
規
就
農
の
同

時
期
に
農
地
を
取
得
で
き
な

い
こ
と
も
あ
る
。

小
林
議
員　
そ
の
時
期
の
ズ

レ
こ
そ
が
新
規
就
農
者
の
農

地
の
確
保
を
難
し
く
し
て
い

る
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長　
ズ
レ
が
生
じ
る

こ
と
は
致
し
方
な
い
が
、
そ

れ
を
ど
う
す
る
か
が
重
要
で

あ
る
。

小
林
議
員　
現
時
点
で
の
ズ

レ
を
解
消
す
る
具
体
的
な
策

は
。

斉
藤
町
長　
新
規
就
農
者
に

関
し
て
は
、
賃
貸
で
あ
っ
た

り
、
そ
の
間
農
業
法
人
で
働

く
な
ど
の
方
策
も
あ
り
そ
の

期
間
も
農
業
に
携
わ
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

小
林
議
員　
現
在
活
動
し
て

い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

農
業
支
援
員
の
営
農
見
通
し

は
。

斉
藤
町
長　
（
５
組
中
）
２

組
が
農
地
も
含
め
見
通
し
が

立
っ
て
い
る
が
、
残
り
の
隊

員
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

引
き
続
き
関
係
機
関
と
協
力

し
情
報
収
集
に
努
め
る
。

小
林
議
員　
現
在
協
力
隊
員

と
地
元
農
業
者
の
交
流
の
場

は
十
分
に
持
た
れ
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長　
現
状
ゼ
ロ
で
は

な
い
が
、
農
業
者
に
彼
ら
の

人
と
な
り
を
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
機
会
を
作
る
よ
う

努
め
る
。

小
林
議
員　
見
通
し
が
立
っ

て
い
な
い
協
力
隊
の
営
農
地

確
保
に
対
す
る
町
長
の
思
い

は
。

斉
藤
町
長　
将
来
の
農
業
、

農
地
を
守
っ
て
い
く
上
で
は
、

一
定
程
度
重
要
な
存
在
で
あ

る
。
様
々
な
課
題
は
あ
る
が
、

制
度
を
作
る
こ
と
だ
け
が
行

政
の
仕
事
で
は
な
く
、
行
政

指
導
や
日
頃
の
付
き
合
い
な

ど
も
通
し
て
し
っ
か
り
と
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

小
林
議
員　
離
農
地
が
発
生

し
て
も
新
規
就
農
者
に
取
得

の
権
利
が
来
る
ま
で
に
時
間

が
か
か
り
、
早
期
に
土
地
に

ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
現
状
が

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
条
件
が

整
え
ば
新
規
就
農
者
が
早
い

段
階
で
協
議
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
。

斉
藤
町
長　
地
域
の
改
善
組

合
で
既
存
の
農
業
者
だ
け
で

は
農
地
が
守
っ
て
い
け
な
い

と
い
う
状
態
に
な
れ
ば
、
地

域
や
農
業
委
員
会
な
ど
も
含

め
て
合
意
形
成
を
進
め
て
い

く
も
の
と
思
う
。

小
林
議
員　
そ
の
た
め
に
町

が
権
限
の
範
囲
内
で
支
援
で

き
る
こ
と
は
何
か
。

斉
藤
町
長　
地
域
か
ら
新
た

な
就
農
者
の
求
め
が
あ
っ
た

際
、
す
ぐ
応
じ
ら
れ
る
よ
う

そ
れ
ら
の
準
備
を
進
め
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
林
議
員　
期
間
の
ズ
レ
を

解
消
す
る
た
め
、
一
定
期
間

農
地
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く

よ
う
な
仕
組
み
を
町
独
自
で

検
討
で
き
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
そ
う
い
う
仕
組

み
に
つ
い
て
は
理
解
す
る
が
、

町
と
し
て
所
有
す
る
の
は
難

し
く
、
そ
の
考
え
は
な
い
。

町長 -難しい課題だが様々な面でサポートしていく

新規就農を目指し農作業に勤しむ齋藤さん
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一般質問

全
国
各
地
で
民
泊
の
増
加
や
外
資
系
の
土
地
購
入

に
よ
っ
て
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
中
、
町
独

自
で
条
例
を
定
め
た
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
り
、

住
民
へ
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

イン
バウンド

民泊等に関わる問題への町の対応は

茶谷　朋弘　議員

近頃多くの町民から
不安の声があがって
いる。問題が起きた
時のために住民会等
へガイドラインのよ
うなマニュアルが必
要では？

茶
谷
議
員　
民
泊
や
簡
易
宿

所
の
増
加
、
外
資
系
に
よ
る

空
き
家
の
購
入
は
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
一
方
、
所
有

者
が
不
明
、
管
理
が
不
十
分
、

と
い
っ
た
声
が
町
民
か
ら
上

が
っ
て
い
る
。

　
町
内
で
の
民
泊
件
数
の
把

握
状
況
、
消
防
・
保
健
所
と

の
連
携
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長　
民
泊
施
設
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
の
が
現

状
。
民
泊
施
設
の
届
出
先
及

び
監
督
官
庁
は
北
海
道
で
あ

り
、
町
と
し
て
直
接
的
な
指

導
監
督
を
行
う
権
限
は
有
し

て
い
な
い
が
、
町
の
宿
泊
施

設
と
し
て
、
環
境
衛
生
や
防

災
面
な
ど
で
対
応
が
必
要
な

際
に
は
、
関
係
各
所
と
連
携

を
図
っ
て
い
く
。

茶
谷
議
員　
住
民
か
ら
の
苦

情
及
び
そ
れ
に
対
す
る
対
応

は
。

斉
藤
町
長　
民
泊
運
営
者
に

対
し
、
改
善
指
導
と
そ
の
対

策
の
要
請
、
継
続
し
た
現
地

確
認
作
業
と
周
辺
住
民
か
ら

の
情
報
提
供
の
協
力
を
依
頼

し
、
再
発
防
止
の
徹
底
に
努

め
て
い
る
。

茶
谷
議
員　
災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
は
。

斉
藤
町
長　
避
難
の
経
路
、

泥
流
が
流
れ
て
き
た
と
き
の

避
難
所
等
の
情
報
、
実
態
等

を
含
め
て
し
っ
か
り
と
連
携

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

茶
谷
議
員　
何
よ
り
も
大
事

な
の
は
、
地
域
住
民
の
安

心
・
安
全
の
部
分
が
一
番
最

優
先
だ
と
思
う
が
町
か
ら
住

民
会
、
町
内
会
に
聞
き
取
り

調
査
を
行
い
、
そ
の
不
安
を

ど
う
解
消
し
て
い
く
の
か
、

町
か
ら
の
説
明
や
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
い
う
も
の
が
必
要

で
は
な
い
か
。

斉
藤
町
長　
地
域
住
民
の
不

安
と
い
う
の
は
あ
る
か
と
思

う
が
、
あ
る
特
定
の
業
種
に

あ
ら
か
じ
め
聞
き
取
り
調
査

を
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て

町
民
の
考
え
を
ミ
ス
リ
ー
ド

し
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
で
、

民
泊
が
悪
だ
と
い
う
よ
う
な

こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う
な
行

動
を
す
る
の
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。
た
だ
、
不
安
を

解
消
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
、
誤
解
を
生
じ
さ
せ
な
い

よ
う
、
町
民
の
声
に
寄
り
添

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
、
そ
う
い
う
不
安
を
小
さ

く
し
て
い
く
と
い
う
努
力
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

茶
谷
議
員　
町
が
持
続
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
町
全

体
と
し
て
受
け
入
れ
体
制
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
町
民
か

ら
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
も

上
が
っ
て
い
る
。
民
泊
や
簡

易
宿
所
、
外
資
系
の
土
地
の

購
入
が
益
々
増
え
て
い
く
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
中
、
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

斉
藤
町
長　
ど
う
い
う
業
種

の
方
が
、
ど
う
い
う
国
籍
の

方
が
来
よ
う
と
も
、
町
の
ル

ー
ル
は
守
っ
て
も
ら
う
。
そ

れ
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
が
、

住
民
の
不
安
を
あ
る
程
度
払

拭
す
る
の
に
一
番
。
問
題
解

決
の
根
本
は
、
そ
れ
に
尽
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

全国的に話題となっている民泊等に関わるトラブル

町長 -町のルールを守ってもらう
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小　
林　
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太

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
議
会

だ
よ
り
を
読
ま
れ
る
と
き
に
は
、
こ
の
言
葉
は
遅
い
感

が
あ
り
ま
す
が
、
年
４
回
発
行
の
た
め
ご
理
解
く
だ
さ

い
。
早
い
も
の
で
新
し
い
年
に
な
り
１
カ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
今
年
は
、
明
治
30
年
の
上
富
良
野
に
開
拓
の

鍬
が
降
ろ
さ
れ
て
か
ら
129
年
、
大
正
15
年
の
十
勝
岳
爆

発
か
ら
100
年
の
時
が
経
つ
年
で
も
あ
り
ま
す
。
先
人
の

労
苦
は
計
り
知
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
100
年
が
、
私
達
の

肩
に
か
か
っ
て
い
る
か
と
考
え
る
と
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
あ
り
ま
す
。
１
月
23
日
、
通
常
国
会
冒
頭
で
衆

議
院
を
解
散
す
る
と
総
理
が
記
者
会
見
し
ま
し
た
。
理

由
は
い
ろ
い
ろ
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
時
折
原
稿

を
見
る
た
め
に
下
を
向
く
以
外
は
、
正
面
を
向
い
て
毅

然
と
し
た
態
度
で
説
明
す
る
姿
勢
に
、
今
ま
で
に
な
い

政
治
家
と
し
て
の
力
強
さ
を
感
じ
た
の
は
、
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
達
の
暮
ら
し
が
良

く
な
る
政
策
の
実
現
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
２
０
２
６

年
、
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

                                                      （
林　
記
）

議会の主な予定

次回４月 24日発行予定

次号の注目！ ・R8 年予算特別委員会
・町長や議員の給与が上がる！

２月 12 日　全員協議会
　　　　　　厚生文教常任委員会
　　　　　　総務産建常任委員会
２月 16 日　厚生文教常任委員会
２月 19 日　総務産建常任委員会
２月 24 日　議会運営委員会
２月 25 日　全員協議会
３月３日　　第１回定例会（～６日、17 日）
３月 10 日　予算特別委員会（～ 13 日）

旭日単光章　受章旭日単光章　受章

中
なかむら

村　有
ありひで

秀さん（88 歳）
令和７年 12 月１日発令

元町議会議員（平成 11 年～平成 27 年）

●
自
己
紹
介
…
こ
ん
に
ち
は
！
安
彦
嘉
浩
で
す
。
普

段
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
と
し
て
風

景
や
動
物
や
人
物
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３

年
に
移
住
し
て
き
て
上
富
良
野
町
民
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
末
ま
で
は
役
場
で
勤
務
し
な
が
ら
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
と
し
て
も
活
動
す
る
日
々
を
送
り
ま

し
た
。
所
属
し
て
い
た
企
画
商
工
観
光
課
で
は
ラ
ベ

ン
ダ
ー
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
担
当
し
て
き

ま
し
た
が
、
も
っ
と
も
っ
と
自
分
の
感
性
に
素
直
に

活
動
し
た
い
と
思
い
２
０
２
６
年
か
ら
フ
ォ
ト
グ
ラ

フ
ァ
ー
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。
自
分
の
活
動
の
結

果
と
し
て
、
こ
の
町
の
持
続
的
な
発
展
に
繋
が
る
と

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
議
会
に
対
し
て
一
言
…
議
会
に
対
し
て
は
、
町
を

支
え
て
い
る
現
役
の
世
代
が
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う

な
働
き
か
け
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
日
々
仕
事
に
励

み
、
納
税
を
通
じ
て
町
に
貢
献
し
て
い
る
世
帯
が
、

今
後
も
こ
の
町
で
暮
ら
す
こ
と
に
前
向
き
な
魅
力
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
施
策
を

検
討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
現
役
世
代
、

課
税
世
帯
か
ら

豊
か
に
な
る
仕

組
み
づ
く
り
を

お
願
い
し
ま
す
。

今
号
の
表
紙

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
　
　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
　
　
安安あ
び
こ

あ
び
こ彦彦

　　
嘉嘉よ
し
ひ
ろ

よ
し
ひ
ろ浩浩
さ
ん
さ
ん

ご
提
供
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

ジェットコースターの路付近で撮影


